
          横浜市立竹山小学校 学校だより 

                        令和 6年１月３１日 2月号 たけまるくん 

うるう年
どし

に寄
よ

せて 
 副
ふく

校
こう

長
ちょう

  横山
よこやま

 喜
き

利
り

穂
ほ

 

  令和
れいわ

６年
  ねん

も早
はや
１か月
   げつ

が過
す
としています。冬休み

ふゆやす  
明
あ
け、全学年

ぜんがくねん
で書き初め

か  ぞ  
に取り組み

と  く  
ました。1・2

年生
ねんせい

は教室
きょうしつ

で硬筆
こうひつ

、３年生
  ねんせい

以上
いじょう

は体育館
たいいくかん

で毛筆
もうひつ

で書き初め
か  ぞ  

を行 い
おこな   

、できた作品
さくひん

を西階段
にしかいだん

踊り場
お ど  ば

と

校舎
こうしゃ

の４階
  かい

に展示
てんじ

しました。４階
 か い

には「春
はる
の海

うみ
」が流れ

なが  
、お正月

  しょうがつ
の雰囲気

ふ ん い き
も感じられる

かん       
展示会場
てんじかいじょう

とな

りました。このような展示
てんじ

（作品展
さくひんてん

）は、子ども
こ   

たちにとっても、他
た
学年
がくねん

の作品
さくひん

も見る
み  

ことができる

よい機会
きかい

となりました。 

 さて、今年
ことし

はうるう年
どし
です。１年

ねん
が３６６日

にち
となり、２月

がつ
２９日

にち
が追加

ついか
されます。一般的

いっぱんてき
には、４

年
ねん
に一度

いちど
、うるう年

   ど し
がやってきます。これは、１年

ねん
が３６５日

にち
となっていますが、実

じつ
は３６５．２４

２２日
にち
で地球

ちきゅう
が太陽

たいよう
の周り

まわ  
を１周

 しゅう
するので、毎年

まいとし
約
やく
６時間
 じ か ん

の差
さ
ができてしまうのを調整

ちょうせい
するために、

４年
 ね ん

に１日
 に ち

（６時間
 じ か ん

×４＝２４時間
  じ か ん

）追加
ついか

しているからです。紀元前
きげんぜん

１世紀
 せ い き

のローマで「西暦
せいれき

の年号
ねんごう

が４で割り切れる
わ  き   

年
とし
」をうるう年

   ど し
と決められました

き     
。さらに、うるう年

   ど し
を設定

せってい
することによって、１

年
ねん
につき１１分

   ふん
の増やしすぎ

ふ    
になってしまうので、１６世紀

   せ い き
には「西暦

せいれき
の年号

ねんごう
が１００では割り切れる

わ  き   

が４００では割り切
わ  き

れない年
とし
」はうるう年

    ど し
にならないというルールが決められました

き     
。 

 まだまだ、うるう年
どし
に関して疑問

ぎもん
に思う

おも  
ことがたくさんあります。「なぜ２月

 が つ
に追加

ついか
するのか」「ど

うして、うるう（閏
うるう

）というの？」など。当たり前
あた    まえ

になんとなく過
す
ごしていた物事

ものごと
に一度

いちど 
立ち止ま
た  ど  

っ

て「なぜ？」「どうして？」と興味
きょうみ

・関心
かんしん

、疑問
ぎもん

をもち調べて
し ら   

いくと、新しい
あたら   

知識
ちしき

と出会い
で あ  

さらに次
つぎ
の

疑問
ぎもん

が生まれて
う   

いき、世界
せかい

がどんどん広
ひろ
がっていきます。「うるう年

どし
」から、算数

さんすう
や数学

すうがく
の見方

みかた
や考え方

かんが かた

を生かした暦
こよみ

の仕組み
し く  

や古代
こだい

ローマの太陽暦
たいようれき

、天体
てんたい

へと知識
ちしき

が広
ひろ
がっていきました。ここに学習

がくしゅう
の

面白さ
おもしろ  

があります。 

 日々
ひ び

の学校
がっこう

での学習
がくしゅう

も、疑問
ぎもん

をもち自ら
みずか  

学習
がくしゅう

に向かう
む   

子ども
こ   

たちの姿
すがた

を大事
だいじ

にしていきたいと

思います
おも      

。ご家庭
かてい

でも、子
こ
どもの興味

きょうみ
・関心

かんしん
が広

ひろ
がるように「なぜ？」「どうして？」の疑問

ぎもん
を大切

たいせつ
た

会話
かいわ

を心
こころ

がけていただけるよう、お願
ねが
いいたします。 

 

のびのこちゃん 


